中央アジア国際研究集会
「日本語学習辞書開発の支援を考える」　
1. 主催
JSPS科研費23242026「汎用的日本語学習辞書開発データベース構築とその基盤形成のための研究」プロジェクト、カザフ国立大学東洋学部韓国日本学科、筑波大学人文社会系プレ戦略イニシアティヴ「日本語日本文化発信力強化研究拠点形成」
2. 日時
2013年11月16日（土）10:00~17:00

       11月17日（日）9:00~12:15

3. 会場
カザフ国立大学東洋学部韓国日本学科536（5階）
（開会および閉会の際、503（5階）を使用する可能性あり）
住所：95a Karasai batyr, Almaty, 050012, KAZAKHSTAN
　　　http://goo.gl/maps/ZxRHz
４.  プログラム（敬称略）
【11月16日（土）】
10:00         開始
10:00~10:20  発表者の旅費手続き
10:20~11:00　砂川 有里子（筑波大学）
　　　　　　　「日本語学習辞書編集支援のデータベース構築について」
11:05~11:45　因 麻衣子，ボランクロワ サマル（カザフ国立大学）

　　　　　　　「日露・露日辞書の副詞の記述」
11:45~13:45　＜昼食＞　
13:45~14:25　アマンタイ ジャナル（カザフ国立大学），
　　　　　　 齋藤 篤（早稲田大学大学院）

　　　　　　　「政治経済に関する専門用語の日本語・カザフ語辞書」
14:30~15:10　アキモア スサンナ（タシケント国立法科大学）
　　　　　　　「日本語で法学研究をする学習者による辞書の利用状況」
15:10~15:30  ＜休憩（20分）＞
15:30~16:10　ウマロワ ムノジャット（タシケント国立東洋学大学）
　　　　　　　　「ウズベキスタンにおける日本語学習者による辞書使用の

　　　　　　　　　実態調査および学習者向けの辞書作成への可能性」
16:10~16:50　ヴォロビヨワ ガリーナ（キルギス国立総合大学）
　　　　　　　「漢字索引の効率性の比較分析」

16:50~17:00　小まとめ
【11月17日（日）】

9:00~9:40　　川村 よし子（東京国際大学）
　　　　　　　「やさしい日本語書換えシステムの開発と評価」

9:45~10:25　 今井 新悟（筑波大学）
　　　　　　　「コロケーション収集の方法」

10:25~10:35 ＜休憩（10分）＞

10:35~11:15  近藤 正憲（ウズベキスタン日本センター）
　　　　　　　「BCCWJを用いた『を通して』と『を通じて』の差異の
　　　　　　　　研究と語彙指導」

11:20~12:00  小野 正樹（筑波大学）
　　　　　　　「動詞『みる』の多義性とコロケーション」
12:00~12:15  総括
